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彦
根
イ
ン
タ
ー
・
場
外
馬
券
売
場

　
設
置
同
意
の
チ
ラ
シ
配
布

　
市
内
原
町
の
彦
根
イ
ン
タ
ー

近
く
に
Ｊ
Ｒ
・
Ａ
（
日
本
中
央
競

馬
会
）
の
場
外
勝
馬
投
票
券
発

売
所
（
仮
称
・
彦
根
ウ
イ
ン
ズ
）

誘
致
の
請
願
が
昨
年
十
二
月
の

彦
根
市
議
会
で
継
続
審
査
と
な

り
、
所
管
の
産
業
建
設
常
任
委

員
会
が
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ

る
の
を
前
に
、
設
置
推
進
を
求

め
る
地
元
の
団
体
が
二
十
三
日
、

市
内
ほ
ぼ
全
域
の
朝
刊
各
紙
に

「
Ｊ
Ｒ
Ａ
彦
根
ウ
イ
ン
ズ
設
置

-ご同

゛理意

へ
～
彦
根
市
民
の
皆
様
の

解
を
」
と
題
し
た
チ
ラ
シ

り
込
ん
だ
。

　
チ
ラ
シ
は
同
町
の
「
原
地
域

開
発
事
業
推
進
の
た
め
の
協
議

会
」
（
代
表
＝
原
義
和
・
原
町
自

治
会
長
）
名
で
Ａ
４
判
の
大
き

さ
。
チ
ラ
シ
で
は
「
彦
根
イ
ン
タ

ー
周
辺
整
備
事
業
の
一
環
、
引

い
て
は
彦
根
市
経
済
発
展
の
一

助
と
し
て
Ｊ
Ｒ
Ａ
を
誘
致
≒
温

泉
設
備
を
備
え
た
複
合
ビ
ル
施

設
等
の
設
置
計
画
を
推
進
実
現

し
、
そ
の
中
に
彦
根
ウ
イ
ン
ズ

誘
致
を
成
功
さ
せ
て
、
ま
ぢ
起

推進団体

境
整
備
費
交
付
に
よ
る
市
叶
政

へ
の
貢
献
な
ど
八
項
目
）
を
挙

げ
て
い
る
。

　
〈
本
紙
で
は
十
三
日
付
に
「
場

外
馬
券
売
場
誘
致
実
現
を
願
う
」

投
書
や
、
年
明
け
か
ら
市
財
政

危
機
回
避
へ
の
税
収
確
保
策
と

企
業
誘
致
策
な
ど
に
つ
い
て
の

投
書
複
数
を
掲
載
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
誘
致
を
危
惧
す

る
立
場
み
投
書
を
別
掲
し
ま
す
〉

　
市
議
会
委
員
会

　
2
9
Ｂ
に
再
審
査

　
　
馬
券
売
場
設
置
請
願
継
続

　
昨
年
十
二
月
の
彦
根
市
議
会

で
継
続
審
査
と
な
っ
た
「
場
外

勝
馬
投
票
券
発
売
所
」
設
置
同

意
の
請
願
書
に
つ
い
て
、
’
市
議

会
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
二

十
九
日
午
後
一
時
半
か
ら
会
議

を
開
催
し
て
審
議
す
る
。
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面
1 0
1
一
場
外
馬
券
売
場
、
石
和
の
実
態
教
訓
に

　
最
近
、
彦
根
市
内
に
お
い
て

場
外
馬
券
売
場
を
誘
致
せ
ん
が

た
め
’
の
宣
伝
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
る
。
年
末
の
市
議
会
で
は

公
政
会
の
田
島
茂
洋
議
員
が
「
ウ

イ
ン
ズ
石
和
を
視
察
し
た
と
こ

ろ
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
も
問

題
な
い
、
‘
環
境
整
備
費
が
毎
年

四
千
万
円
か
ら
五
千
万
円
弱
交

付
さ
れ
る
。
誘
致
す
れ
ば
彦
根

市
に
貢
献
で
き
る
」
と
述
べ
て

い
た
。

　
去
る
一
月
十
四
日
、
原
町
で

前
石
和
町
議
（
ウ
イ
ン
ズ
石
和

が
あ
る
旧
町
＝
現
笛
吹
市
）
の

講
演
会
が
あ
っ
た
の
で
参
加
し

た
。
石
和
の
場
合
は
四
千
万
円

の
環
境
整
備
費
が
交
付
さ
れ
る

に
は
、
市
税
か
ら
一
千
万
円
を

追
加
し
て
五
千
万
円
の
事
業
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
馬
券
場
か
ら
二
�
以
内

の
道
路
、
水
路
の
整
備
に
限
定

さ
れ
る
。

　
こ
れ
で
は
馬
券
場
の
環
境
整

備
に
市
税
か
ら
一
千
万
円
支
出

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
、

市
の
財
政
に
と
っ
て
新
た
な
負

担
と
な
り
、
貢
献
ど
こ
ろ
で
は

な
い
。
馬
券
場
で
自
主
財
源
の

確
保
を
は
か
る
等
と
い
う
の
は

妄
想
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
笛
吹
市
役
所
の
話
で

は
、
馬
券
場
が
出
来
て
か
ら
の

二
十
年
間
で
石
和
温
泉
の
宿
泊

客
数
は
年
間
四
十
一
万
人
も
減

少
し
た
と
い
う
。
石
和
温
泉
で

一
人
当
た
り
一
万
円
く
ら
い
使

う
と
す
れ
ば
四
十
億
円
以
上
の

減
収
で
あ
る
。
ま
た
、
一
人
百

五
十
円
の
入
湯
税
だ
け
で
も
年

間
六
千
万
円
の
減
収
で
あ
る
。

-

さ
ら
に
、
こ
の
間
に
倒
産
し
た

旅
館
、
ホ
テ
ル
が
払
っ
て
い
た

固
定
資
産
税
、
法
人
税
、
従
業

員
の
市
民
税
な
ど
を
考
え
る
と

莫
大
な
減
収
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
地
元
で
は
、
温
泉
客
減
少
の

原
因
は
、
馬
券
場
の
た
め
に
土

曜
、
日
曜
は
交
通
が
渋
滞
し
観

光
バ
ス
が
入
れ
な
い
、
馬
券
場

が
で
き
イ
メ
九
ン
が
悪
い
等
と

い
う
噂
が
広
が
っ
た
為
だ
と
指

摘
す
る
声
が
多
い
。
青
少
年
の

問
題
で
も
、
馬
券
場
内
で
は
子

供
連
れ
が
多
く
、
小
さ
い
頃
か

ら
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
馴
染
む
せ
い

か
、
子
供
の
机
の
中
に
ま
で
馬

券
を
見
か
け
る
と
い
う
。

　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
地
元

の
笛
吹
市
立
石
和
中
学
は
学
級

崩
壊
、
喫
煙
、
備
品
破
壊
と
荒

れ
に
荒
れ
、
「
学
校
中
に
タ
バ

コ
の
吸
殻
が
落
ち
て
い
る
」
状

態
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
三
年

生
の
努
力
で
生
ま
れ
変
わ
り
、

最
近
に
な
っ
て
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
た
と
い
う
。
大
人
が
子

供
を
連
れ
て
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
興

じ
て
い
る
う
ち
に
学
校
は
荒
れ
、

’
町
は
寂
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

の
が
石
和
の
実
態
だ
と
言
う
。

　
当
時
、
自
民
党
員
で
石
和
町

議
会
議
長
や
商
工
会
長
を
し
て

い
た
若
杉
さ
ん
と
言
う
人
は
「
場

外
馬
券
揚
が
出
来
れ
ば
人
が
来

て
甫
店
が
繁
盛
す
る
か
ら
い
い

が
ろ
う
」
恚
い
う
事
で
誘
致
に

協
力
し
た
が
、
五
年
後
に
は
「
馴

さ
れ
た
」
と
気
が
つ
き
、
八
十

五
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
全
国
の

馬
券
場
反
対
運
動
を
激
励
し
て

回
っ
た
そ
う
だ
。
「
ギ
ャ
ン
ブ

ル
で
町
が
繁
栄
す
る
こ
と
は
な

い
」
「
出
来
て
し
ま
っ
て
か
ら

で
は
遅
い
」
こ
れ
が
石
和
の
教

訓
で
あ
り
、
故
若
杉
さ
ん
の
遺

言
で
あ
る
。
（
一
市
民
6
4
歳
）
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